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図 2 断趾後の治療経過 

 

 

管内のジャージー農家にて銅中毒と診断さ

れた一症例（36 頁） 

 

 図 2 左図：肝臓 右図 腎臓 ロダニン

染色（矢印：赤色顆粒の蓄積） 

 

 

黒毛和種子牛における慢性銅中毒の 1 症例 

（39 頁） 

 
 図 1 皮下組織の黄色化 

管内農場で発生したピートンウイルスの関

与が疑われる牛異常産 4 症例（43 頁） 

 
図 5-2 症例 3 の脊椎の彎曲 

 

 

 

 

 

 

 

 

管内農場で発生したピートンウイルスの関

与が疑われる牛異常産 4 症例（43 頁） 

 
図 6-2 症例 4 の脊髄 

腹角の白質と灰白質の境界が不明瞭で、腹角

神経細胞が減数。 
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 のᙳ㡪࡬ンチン⤥与による乳生産・繁殖成績ࢧスタキ࢔

 

上⏣ ಇᶞ 西山 ⠜ ஂ⏣ 㔝Ṍ ⚄⏣ 㐶子 ᐩỌ ⏤㤶 

▼⏣ ࿴子 Ᏹ㔝 㐍 బ⸨ ె⨾ ᯇᑿ みなみ బࠎᮌ ள⏤ዉ 1� 

乳ᡣ⅖分科会 1� ឡ፾県農業共済⤌ྜ南ண家畜診療所 

 

せ ⣙ 

㏆年、畜産≀の生産性向上を目ⓗとした࢔スタキࢧンチン〇ရの◊✲㛤発がなされている。今

回、ኟᮇの乳㔞ప下を㜵ࡄことを目ⓗとして、࢔スタキࢧンチン〇๣を㣫ᩱῧຍにて⤥与した࣍

ルスタインの牛⩌において、産乳ཬࡧ繁殖成績࡬のᙳ㡪を調ᰝした。その結果、࢔スタキࢧンチ

ンの⾑中࡬の⛣行が☜ㄆされ、⾑中⛣行がㄆめられない⏝㔞においても乳中体⣽⬊数のప下がㄆ

められた。また、࢔スタキࢧンチン⤥与⩌では乳⬡率が᭷意に上᪼した。さらに⤥与⩌では、分

娩後初回種付日数が㠀⤥与⩌に比して᭷意に▷⦰し、分娩前後の࢔スタキࢧンチン⤥与は分娩後

の卵ᕢᶵ⬟の回᚟に㈉⊩しているྍ⬟性が♧၀された。࢔スタキࢧンチン⤥与により、産乳成績

ཬࡧ繁殖成績の改善がㄆめられたが、その⤥与ᮇ間ࡸ⤥与方法等のヲ⣽については今後᳨ウして

いくべきものと思われる。 

࠙キー࣡ーࢻ㸸࢔スタキࢧンチン、ᢠ㓟໬作⏝ࠚ 

 

ンチンは୺に⏥Ẇ㢮等にྵまࢧスタキ࢔

れる㉥Ⰽのኳ↛Ⰽ⣲である。その㧗いᢠ㓟໬

⬟から人医療分㔝で㏆年大きな注目を集めて

おり、畜産分㔝においても生産性向上のほⅬ

から、その㧗いᢠ㓟໬⬟を᭷ຠ฼⏝すべく㛵

㐃〇ရの◊✲㛤発がなされている。分子学ⓗ

には 8 個のイࢯプࣞン༢位が結ྜした基本㦵

格を᭷し、␯Ỉ性の共ᙺ二㔜結ྜとぶỈ性の

࢚ンࢢࢻループが生体⭷の内እで一㔜㡯㓟⣲

のᾘཤࡸ⬡㉁㐣㓟໬のᢚไを担うことで、他

の分子にはない㧗いᢠ㓟໬⬟を᭷している。

今回、࢔スタキࢧンチン〇๣を⤥与した࣍ル

スタインの牛⩌において、産乳成績ཬࡧ繁殖

成績の改善がㄆめられたので、そのᴫ要をሗ

࿌する。 

 

ᮦᩱཬࡧ᪉ἲ 

今回⤥与ヨ㦂に⏝いた࢔スタキࢧンチン

〇๣「3DnDIHUG�$;」（以下、「$;」という。-;7*

ムࣛࢢーᰴᘧ会♫）は、ၟ業ⓗにはࢠルࢿ࢚

㝜 性 、 好 気 性 ⌫ ᱰ ⳦ の 3DUDcRccXs 

cDURWLnLIDcLHns の⣧ᇵ㣴により生産され、

ࡸンチンࢧンチンの他に࢝ンタキࢧスタキ࢔

ン等、他の᭷ຠⰍ⣲成分をྵ᭷しࣅルࢽࢻ࢔

ている 1�（ᅗ 1）。まずணഛヨ㦂として、1 日

当たり 5J または 1�J の $; を㣫ᩱῧຍにより

⤥与し、乳ỒのⰍ調変໬のほᐹと乳中体⣽⬊

数の 定を⤥与 1 㐌間後に、乳中ཬࡧ⾑中⃰

度の 定を⤥与 1 㐌間後ཬࡧ 2 㐌間後に行な

った。 

また本ヨ㦂として、1 日当たり 5J の $; を

ኟᮇにおいて 3� 日間⤥与し、⤥与ᮇ間の㛤始

前と終了後における乳㔞、乳中体⣽⬊数ཬࡧ

乳成分について㠀⤥与⩌と比㍑した。さらに

⤥与㛤始前 2 か月間に分娩した個体について

は、⤥与㛤始から 3 か月後までの繁殖成績を

牛᳨ࢹータよりྲྀ得し、分娩後初回種付日数

ཬࡧ✵胎日数について㠀⤥与⩌との比㍑を行

なった。 

 

 

図 1  3DUDFRFFXV FDURWLQLIDFLHQV の࢝

ロࣀࢸイࢻ生ྜᡂ経㊰ 

 

⤖ ᯝ 

ணഛヨ㦂において、$; の 5J ⤥与では࢔ス

タキࢧンチンཬࢽࢻ࢔ࡧルࣅンの⾑中⛣行が

ㄆめられなかったが、1�J ⤥与では⾑中⛣行

がㄆめられた。また、⾑中⛣行がㄆめられな

かった⩌においてもș࢝ロࢸンࡸルࢸインの

上᪼がㄆめられた（表 1）。さらに、5J ⤥与⩌、

1�J ⤥与⩌ともに乳ỒのⰍ調変໬ཬࡧ乳中⛣

行は☜ㄆできなかったが、ともに体⣽⬊数の

ప下がㄆめられた（表 2）。 

本ヨ㦂においては、$; ⤥与⩌、㠀⤥与⩌と

もに乳㔞の᭷意なప下がㄆめられた。乳成分

については、乳⬡率についてのみ、$; ⤥与⩌

で᭷意な上᪼がㄆめられたが、乳⺮ⓑ㉁率ཬ

無⬡ᅛᙧ分率については特にຠ果はㄆめらࡧ

れなかった（表 3）。繁殖成績については、$;

⤥与⩌では㠀⤥与⩌に比して分娩後初回種付

日数が᭷意に▷⦰し、そのᕪは 27�4 日であっ

た。また、᭷意ᕪはㄆめられなかったが⤥与

⩌では✵胎日数が▷⦰するഴ向がみられた

（表 4）。 

 

 

⾲ 1  $; ⤥与 2 㐌㛫後における⾑Ύ中࢝

ロࣀࢸイ⃰ࢻᗘ 

 

 

⾲ 2  $; ⤥与 1 㐌㛫後におけるங中య細

胞数のኚ化 

 

 

⾲ 3 $; ⤥与⩌と㠀⤥与⩌の産ஙᡂ⦼ẚ㍑ 

 

 

⾲ 4 $; ⤥与⩌と㠀⤥与⩌の⦾Ṫᡂ⦼ẚ㍑ 

分娩後初回種付⽇数 空胎⽇数
給与群 64.2±24.0 233.3±96.1
⾮給与群 91.6±27.1 259.6±121.7

（*P<0.05）

*

 

 

⪃ ᐹ 

 ࢝ロࣀࢸイࢻは、卵ᕢࡸ⬡⫫⤌⧊に多く分

ᕸし、⬡㉁㐣㓟໬にᑐして強いᾘཤά性を持

つ。࢔スタキࢧンチン⤥与により乳中体⣽⬊

数ࡸ繁殖成績の改善がㄆめられることは、こ
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れまでも他の࢔スタキࢧンチンをྵࡴ〇๣に

てሗ࿌されている 2�3）。一方で、経ཱྀ投与され

た࢔スタキࢧンチンの牛体内における⾑中⛣

行はこれまでሗ࿌されていない。今回、1�J

の $; を㣫ᩱῧຍにて⤥与した⩌において本

๣特᭷の成分であるࢽࢻ࢔ルࣅンが᳨出され

たことから、࢝ロࣀࢸイࢻは牛に経ཱྀ投与す

ると⾑中⛣行することがㄆめられた。また、

5J ⤥与⩌では⾑中⛣行がㄆめられなかった

が、乳中体⣽⬊数がప下するഴ向がㄆめられ

たことから、࢔スタキࢧンチンは᳨出㝈⏺以

下の⾑中⃰度であってもᢠ㓟໬作⏝をᮇᚅで

きるྍ⬟性が♧၀された。5J ⤥与⩌では࢔ス

タキࢧンチンは⾑中において᳨出されなかっ

たが、ș࢝ロࢸンとルࢸインの上᪼はㄆめら

れた。5J ⤥与⩌でㄆめられた体⣽⬊数のప下

は、$; ⤥与によって上᪼した࢔スタキࢧンチ

ン以እのᢠ㓟໬≀㉁によるྍ⬟性も⪃えられ

る。 

本ヨ㦂において、$; ⤥与により乳⬡率は᭷

意に上᪼したが、乳㔞は $; ⤥与⩌、㠀⤥与⩌

ともに᭷意にప下した。一方で、⤥与⩌の分

娩後初回種付日数は㠀⤥与⩌に比して᭷意に

▷⦰し、✵胎日数についても▷⦰するഴ向が

ㄆめられ、分娩前後の $; ⤥与は分娩後の卵ᕢ

ᶵ⬟の回᚟に㈉⊩しているྍ⬟性が♧၀され

た。産乳成績の改善ຠ果は繁殖成績のそれに

比して㝈定ⓗであったといえる。ኟᮇの乳㔞

ప下にᑐするపῶຠ果がㄆめられなかったⅬ

については、特᭷の⮯気を᭷する $; のႴ好性

が᥇㣗㔞あるいは㣧Ỉ㔞にᙳ㡪したのかもし

れない。 

ᬬ⇕ストࣞスのቑ大するኟᮇにおいては、

一⯡に乳㔞ཬࡧ乳㉁のప下ࡸ✵胎ᮇ間のᘏ長

といった生産性のప下がㄆめられる。࢔スタ

キࢧンチンの⤥与ᮇ間ࡸ⤥与方法等について

は今後᳨ウの余地があるが、⤥与ᮇ間をኟᮇ

にタ定することは、そのᢠ㓟໬作⏝を最大฼

⏝するための一つの㑅ᢥ⫥になるかもしれな

い。 

 

ᘬ⏝ᩥ⊩  

�1�▼ᶫ༟㸸࢝ࢵࢥࣛࣃス⳦を⏝いた࢝ロࣀࢸ

イࢻのၟ業生産㸪-; 日㖔日▼࢚ࢿルࢠー（ᰴ）

�2�15� 

�2�鬼⃝┤ 㸸ðƫ ⬟性ῧຍ≀の⤥与が初産牛の

繁殖成績にཬࡰすᙳ㡪㸪Ⲉᇛ県畜産センター

㣫㣴技術◊✲ᐊ�2�13� 

�3�向㔝㐓㑻㸸࢔スタキࢧンチンΰྜ㣫ᩱ⤥与

が㯮毛࿴種౪卵牛の᥇卵成績にཬࡰすᙳ㡪㸪

▼ᕝ県畜産⥲ྜセンター◊✲ሗ࿌�2��9� 

㯮毛࿴種့乳子牛にᑐする᳜≀発㓝࢚キスΰྜ㣫ᩱῧຍヨ㦂 

 

 

Ụⲡ ెᙪ   ᮡ山 定 

໭部基幹家畜診療所 

 

せ ⣙ 

子牛の下⑩ண㜵として᳜≀発㓝࢚キスΰྜ㣫ᩱを࣑ルࢡ中にῧຍして့乳を行い、子牛の一日

ቑ体㔞、⾑ᾮ性状およࡧ⑌⑓状ἣを調ᰝした。今回の投与ヨ㦂では投与⩌とᑐ↷⩌の間にᕪは見

られなかった。またヨ㦂ᮇ間中、子牛の健ᗣ状ែࡸ⾑ᾮ᳨ᰝ等から᳜≀発㓝࢚キスΰྜ㣫ᩱのᏳ

඲性が☜ㄆできた。 

࠙キー࣡ーࢻ㸸子牛の下⑩ண㜵、࣑ルࢡ中にῧຍ、᳜≀発㓝࢚キスΰྜ㣫ᩱࠚ 

 

子牛の下⑩ண㜵には農ሙごとに多くの方

法を行っている。今回、下⑩ண㜵法として᳜

≀発㓝࢚キスΰྜ㣫ᩱである࣑ࣛࢡル࣐ࢽ࢔

ル（（ᰴ）ᶵ⬟性㣗ရ㛤発◊✲所）（表 1、2）

を࣑ルࢡ中にῧຍして子牛の一日ቑ体㔞、⾑

ᾮ性状、⑌⑓状ἣを調ᰝしたのでそのᴫ要を

ሗ࿌する。 

 

⾲  ニ࣐ルᡂศ࢔ルࢡ࣑ࣛ 1

 

 

⾲  ニ࣐ルㄝ明࢔ルࢡ࣑ࣛ 2

 

ᮦᩱおࡧࡼ᪉ἲ 

 ヨ㦂農ሙはዉ⩏⏫の㯮毛࿴種繁殖牛 25� 頭

を㣫⫱し、子牛を生後 � 日目にẕ子分㞳する

㉸早ᮇ㞳乳を行っている。ヨ㦂ᮇ間はᖹ成 28

年 5 月 12 日からᖹ成 28 年 1� 月 1 日まで。ヨ

㦂方法は人工့乳㛤始から 3� 日間࣑ࣛࢡル

ル࣐ࢽ࢔ 1�PO を࣑ルࢡにΰྜ投与する投与

⩌（21 頭）と、投与しないᑐ㇟⩌（1� 頭）で

ᐇ᪋した。体㔜を出生時、㞳乳時（9� 日）お

よࡧ⛣動日（28� 日）に 定した。᥇⾑は出

生時と 3� 日およࡧ㞳乳時（9� 日）にᐇ᪋し

た（ᅗ 1）。 

調ᰝ㡯目は一日ቑ体㔞、⾑ᾮ性状（生໬学

᳨ᰝ）およࡧ出生から 9� 日まで（့乳ᮇ間）

の⑌⑓状ἣを調ᰝした。 
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図 1 ヨ㦂᪉ἲ 

 

ᡂ ⦼ 

 一日ቑ体㔞は出生時から㞳乳時までは投与

⩌が ��74NJ�GDy、ᑐ↷⩌が ��75 NJ�GDy、出

生時から⛣動までは投与⩌が ��87NJ�GDy、ᑐ

↷⩌が ��89 NJ�GDy であった。 

⾑ᾮ᳨ᰝは投与⩌とᑐ↷⩌では大きなᕪ

がㄆめられなかった。*UL、%U1、7�ChR は㞳

乳時にప್を♧した（ᅗ 2）。 

㞳乳時に㧗್を♧したものは $67、LD+、3+%

であった（ᅗ 3）。 

 

 
図 2 ⾑ᾮ性≧（*OX、%81�7-&KR） 

 

 
図 3 ⾑ᾮ性≧�$67�/'+�%+%$� 

 

⑌⑓状ἣは出生後 9� 日の間に治療した頭

数は投与⩌ 19�21 頭、ᑐ↷⩌ 1��1� 頭であっ

た。出生から発⑓までのᖹᆒ日数は投与⩌

1��1 日、ᑐ↷⩌ 1� 日で、ᖹᆒ治療回数は投

与⩌ 22�7 回、ᑐ↷⩌ 2� 回であった。 

 

⪃ ᐹ 

 今回の投与ヨ㦂では投与⩌とᑐ↷⩌のᕪは

ㄆめられなかった。投与ᮇ間ࡸ投与時ᮇのタ

定に᳨ウの余地があるものと⪃えられる。ま

た、ヨ㦂ᮇ間中の子牛の健ᗣ状ែࡸ⾑ᾮ᳨ᰝ

等からᏳ඲性も☜ㄆできた。今後は⑌⑓時の

⿵ຓⓗな使⏝法のヨ㦂を行いたい。 

 ⾑ᾮ᳨ᰝにおいて㞳乳時の異ᖖ್が牛⩌඲

体として見られたことは⃰ཌ㣫ᩱ等の㣵の㣗

い㎸みにၥ㢟が⪃えられ、㣫㣴管⌮について

も指ᑟしていきたい。 

 

 

 

 

初乳中 %UL[ ್と஝乳ᮇ⾑ᾮ性状の㛵㐃 

 

 

西ᕝ 㐩ஓ 

໭部基幹家畜診療所 

 

せ ⣙ 

初乳中の⢾度ィ 定್（以下、%UL[ ್）は初乳中の IJ* ್とṇの┦㛵をㄆめ、初乳中 %UL[ ್

を 定することで初乳中 IJ* ⃰度を᥎ でき、%UL[ ್ 2�㸣以上を良好な初乳とする。初乳中 IJ*

⃰度は஝乳ᮇにおけるẕ牛のᰤ㣴状ែのᙳ㡪を受けるため、஝乳ᮇの⾑ᾮ性状との㛵㐃を調ᰝし

た。࣊ ࣐トࢡリࢵトはప್で᥎⛣、⾑⢾್は初産牛で㧗目に᥎⛣、その他の㡯目は㐺ṇであった。

初乳中 %UL[ ್は初産牛 24�2㸣、経産牛 21�5㸣、ᖹᆒ 23�1㸣であった。良好な初乳中 IJ* ⃰度の

ためには஝乳ᮇの㐺ṇな⎔ቃ、㣫㣴管⌮が㔜要であり、出生子牛の⑌⑓ண㜵ࡸ事ᨾపῶ、࿘産ᮇ

⑌⑓ண㜵のၨⵚにά⏝したい。 

࠙キー࣡ーࢻ㸸%UL[ ್、IJ* ⃰度、஝乳ᮇ⾑ᾮ性状、初乳、初乳⃰度ィ 3$L�初乳ࠚ 

 

㏆年、初乳、特に初乳中のච␿ࢢロࣈリン

（IJ*�⃰度の㔜要性がᥦၐされ、ྛ♫より

IJ* をቑ強した初乳〇๣が㈍኎されている。

༑分な初乳（IJ*�をᦤྲྀした子牛は、その後

におけるᢠ⑓性、発⫱にඃれ、㧗い乳㔞がᮇ

ᚅできるとされている 1）。初乳中 IJ* ⃰度は

஝乳ᮇにおけるẕ牛のᰤ㣴状ែのᙳ㡪が大き

いとされ 1）、今回、初乳中 %UL[ ್と஝乳ᮇの

⾑ᾮ性状を比㍑᳨ウした。 

 

ᮦᩱおࡧࡼ᪉ἲ 

 ᖹ成 29 年 5 月、$ 酪農ሙで㣫㣴されている

࣍ルスタイン種乳牛の஝乳牛 28 頭の⾑ᾮ生

໬学᳨ᰝをᐇ᪋した。そのうち � 月 3� 日まで

に分娩した初産牛 7 頭、経産牛 4 頭、ィ 11

頭について初乳中 %UL[ ್を 定した。初乳の

 定には、࣏ࢵࢣト初乳⃰度ィ 3$L�初乳�࢔

タࢦ�を⏝いた（ᅗ 1）。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図  トึங⃰ᗘィࢵࢣ࣏ 1

 

ᡂ⦼おࡧࡼ⪃ᐹ 

 ஝乳ᮇの⾑ᾮ性状では、඲⯡ⓗに࣐࣊トࢡ

リࢵトがప್で᥎⛣し、ᰤ㣴ᦤྲྀ୙良がఛえ

た。஝乳⩌は一⩌管⌮で、඲⯡に஝≀ᦤྲྀ㔞

のప下が㉳こっていると⪃えられた。また、

70R ⤥与の間に、イタリ࢔ンࢧイࣞーࢪを⤥

与しており、ᅛめ㣗いによるᰤ㣴ᦤྲྀ㔞のప

下が༴᝹された。初産牛の⾑⢾್は㧗್で᥎

⛣し、ᦤྲྀ࢚ࢿルࢠー⃰度が㧗く、インシࣗ

「牛歩誌」第46号（2018年） 「牛歩誌」第46号（2018年） − 19 −



乳ᡣ⅖治療にᑐするᢠ生๣使⏝㔞పῶに向けたྲྀり⤌み 

 

 

西山 ⠜  Ⲩᮌ 勇௓  ụ山 ஽  㰻⸨ ឡ 

大㈡ まりえ  ⸨஭ 多ຍ治  ᰿ᮌ ៞ᙪ 1）  ட᳃ Ὀஅ 2） 

生産獣医療支援センター 1� 南部家畜診療所 2� 岡山⌮科大学ᑓ㛛学校 

 

 

せ ⣙ 

当診療所においては、以前から乳ᡣ⅖にᑐして原因⳦᳨⣴をྍ⬟な㝈りᐇ᪋してきた。ᖹ成 28

年度からは乳ᡣ⅖ス࢔ࢥ 1㺃2 については、生⌮㣗ሷỈによる乳ᡣὙίを行うか、何も注入せず経

㐣ほᐹとし、乳ᡣ⅖ス࢔ࢥ 3は、初診よりᢠ生๣の඲㌟投与ならࡧに、乳ᡣὙίを行った。その

後原因⳦にᛂࡌた治療法をᐇ᪋した。一年間の乳ᡣ⅖㌾⭯使⏝数は、ᖹ成 25年度は 8�542 本であ

ったものが、ᚎࠎにῶ少し、ᖹ成 28年度は 3�3�� 本と大ᖜにῶ少した。また、⑓യ 1件あたり乳

ᡣ⅖㌾⭯使⏝数も、18�5 本から 1��� 本とῶ少していた。一方、乳ᡣ⅖㌾⭯使⏝㔞がῶ少しても、

乳ᡣ⅖によるṚஸᗫ⏝事ᨾは、ቑຍしていなかった。乳ᡣ⅖にᑐして、乳ᡣ⅖㌾⭯の使⏝だけが

治療ではないことが改めて☜ㄆされた。 

࠙キー࣡ーࢻ㸸原因⳦᳨⣴、乳ᡣ⅖、乳ᡣ⅖㌾⭯使⏝㔞ῶ少、乳ᡣὙίࠚ 

 

㏆年乳ᡣ⅖にᑐしては、オンフ࢓ーム࢝ル

チࣕーによりⓗ☜な治療を行い、乳ᡣ⅖㌾⭯

の使⏝㔞をῶらしている農ሙ 1）もቑຍしてい

る。当診療所においても、以前から原因⳦᳨

⣴を行ってきた。初診時からの治療に、生⌮

㣗ሷỈによる乳ᡣὙί（以後、乳ᡣὙί）を

୺体として行い。その後原因⳦にᛂࡌた治療

法を㑅ᢥしᐇ᪋ている。このことが乳ᡣ⅖に

よるṚஸᗫ⏝事ᨾならࡧに乳ᡣ⅖㌾⭯の使⏝

㔞に࡝のようにᙳ㡪しているかを調ᰝしたの

でሗ࿌する。 

 

ᮦᩱおࡧࡼ᪉ἲ 

 以前から乳ᡣ⅖発⑕後、ྍ⬟な㝈り原因⳦

の᳨⣴を行っていた。乳ᡣ⅖発⑕時の診᩿基

‽に、乳ᡣ⅖ス࢔ࢥを⏝いた（表 1）。 

 

⾲ 1 ஙᡣ⅖ス࢔ࢥ 

 

 

治療に㛵してᖹ成 28 年度からは、乳ᡣ⅖スࢥ

࢔ 1㺃2 は初診時から乳ᡣ⅖㌾⭯を注入せず、

乳ᡣὙίを行うか、何も注入せず経㐣ほᐹと

した。⳦種☜定後に治療法・治療⸆を決定し

てຍ療した。また、乳ᡣ⅖ス࢔ࢥ 3 について

は、初診時よりᢠ生๣の඲㌟投与ならࡧに、

乳ᡣὙίを行った。⳦種☜定後、乳ᡣὙίを

⥆けるか、乳ᡣ⅖㌾⭯を注入するかを決定し

ຍ療を行った（ᅗ 1）。なお、原因⳦の᳨出が

なかったものには、乳ᡣ⅖㌾⭯は使⏝しなか

った。また、乳ᡣὙίは基本ⓗに農家がᐇ᪋

した。 

 調ᰝᮇ間はᖹ成 25 年度からᖹ成 28 年度と

した。調ᰝ㡯目は、乳ᡣ⅖発⑕件数、Ṛஸᗫ

⏝事ᨾ頭数、乳ᡣ⅖㌾⭯使⏝数、乳ᡣ⅖ 1 件

における乳ᡣ⅖㌾⭯使⏝㔞を調ᰝし、ྛ年度

の比㍑を行った。 

 

 

図 1 治療᪉ἲ 

 

ᡂ ⦼ 

 乳ᡣ⅖発⑕件数は、ᖹ成 25 年度 4�1 件（⥲

⑓യ件数の 22�7㸣）、ᖹ成 2� 年度 357 件（同

25�1㸣）、ᖹ成 27 年度 3�9 件�同 24�3㸣�、ᖹ

成 28年度 311件�同 21��㸣�であった（ᅗ 2）。 

 

図 2 ⥲⑓യ௳数࣭ஙᡣ⅖発生௳数の᥎⛣ 

 

乳ᡣ⅖によるṚஸᗫ⏝頭数は、ᖹ成 25 年

度 � 頭（成乳牛Ṛᗫ頭数の ��8㸣）、ᖹ成 2�

年度 19 頭（同 17�9㸣）、ᖹ成 27 年度 7 頭�同

8�9㸣�、ᖹ成 28 年度 � 頭�同 ��3㸣�であった。

（ᅗ 3） 

 

 
図 3  Ṛஸ࣭ᗫ⏝㢌数とஙᡣ⅖にࡼるṚ

ஸ࣭ᗫ⏝㢌数の᥎⛣ 

 

一年間の乳ᡣ⅖㌾⭯使⏝数は、ᖹ成 25 年

度 8�542 本、ᖹ成 2� 年度 5�553 本、ᖹ成 27

年度 4�948 本、ᖹ成 28 年度 3�3�� 本となり、

ᖹ成 25 年度とᖹ成 28 年度では、5���� 本以

上のῶ少となった（ᅗ 4）。㌾⭯の種㢮として

は、ほとん࡝が、セフࢰ࢓リン乳ᡣ注入๣で

あった。 

 

 

図 4 ஙᡣ⅖㌾⭯౑⏝数の᥎⛣ 

 

また、⑓യ 1 件あたりの乳ᡣ⅖㌾⭯使⏝数

も、ᖹ成 25 年度 18�5 本であったものが、ᖹ

成 28年度 1���本と⣙ 8本のῶ少となった（ᅗ

5）。 

乳ᡣ⅖㌾⭯を 1 日 2 回注入しており、治療

による出Ⲵไ㝈ᮇ間が 4 日間▷⦰する。これ
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管内一酪農ሙにおける乳ᡣ⅖㉳因⳦のഴ向 

 

 

守ᒇ ࡦか⌮  ᮧ⏣ 一人  大ᒇ ༟ᚿ  Ỉᡞ ᗣ᫂  

ஂ⏣ 㔝Ṍ  上⏣ ಇᶞ  ᯇᑿ みなみ  

西部基幹家畜診療所  
 

せ ⣙ 

一酪農ሙにおいて乳ᡣ⅖⨯ᝈ牛の乳Ồ 1�7 ᳨ 体を⏝い⣽⳦ᇵ㣴を行い、そのഴ向と分娩後日数

およࡧ乳Ồ中体⣽⬊数との㛵㐃性を調べた。乳Ồの⣽⳦᳨出率は 31� とపかった。分娩後経㐣日

数と乳ᡣ⅖の発生๭ྜを調べると、日数に㛵わらず一定の発生がㄆめられた。体⣽⬊数が 3� ୓

個�PL を㉸える個体の๭ྜは、⣽⳦が᳨出された⩌で 19� 、16（⣽⳦が᳨出されなかった）⩌で 

35� 、16v（16 ⩌のうち㐣ཤに⳦が᳨出されたことのある）⩌では 57� と㧗い್を♧した。16v

⩌では 6WUHSWRcRccXs�XEHULs（6�XEHULs）ࡸ 7UXHSHUHOOD�SyRJHnHs�7� SyRJHnHs�による乳ᡣ⅖

⨯ᝈṔが多く見られた。これより㐣ཤに 6�XEHULs ࡸ 7� SyRJHnHs のように៏性経㐣をた࡝りࡸす

い乳ᡣ⅖㉳因⳦が分㞳されている個体では体⣽⬊数が㧗い್を⥔持するഴ向が♧၀された。 

࠙キー࣡ーࢻ㸸乳ᡣ⅖、6WUHSWRcRccXs�XEHULs、7UXHSHUHOOD�SyRJHnHs、体⣽⬊数ࠚ 
 

乳ᡣ⅖は乳⭢に㉳こる⅖⑕཯ᛂであり、乳

⭢⤌⧊にᚤ生≀が౵入しቑ殖することによっ

て乳⭢上⓶⣽⬊がᶵ⬟୙඲に㝗り、乳Ồのྜ

成ᶵ⬟が㜼害されるため産乳性をⴭしくప下

させる 1� 2�。よって酪農ሙにとって経済ⓗᦆ

ኻの大きな要因となっている。本◊✲では管

内一酪農ሙ（フリーバーン、搾乳頭数⣙ 17�

頭、搾乳作業⪅ 2�5 ྡ ーࣛー � :）におࣃ、

ける乳ᡣ⅖⨯ᝈ牛について乳Ồの⣽⳦分㞳ᇵ

㣴およࡧ同定を行い、当ヱ農ሙの⌧状分ᯒを

行った。  

 

ᮦᩱおࡧࡼ᪉ἲ 

 + 28 年 9 月から + 29 年 5 月のᮇ間中、

乳ᡣ⅖⨯ᝈ牛の乳Ồ 1�7 ᳨体を⏝い⣽⳦ᇵ

㣴を行った。家畜共済診療指㔪に基࡙いて⣽

⳦の同定を行い、⣽⳦の᳨出率およࡧ㉳因⳦

のഴ向を調べた。⣽⳦が᳨出された⩌、⣽⳦

が᳨出されなかった⩌（乳Ồの⣽⳦ᇵ㣴を行

った㝿にࢥロࢽー数が 3 個を下回った⩌㸸16

⩌）、16 ⩌のうち㐣ཤに⳦が᳨出されたこと

がある（16v）⩌をタ定した。分娩後経㐣日

数と乳ᡣ⅖発生๭ྜとの㛵㐃性を調べた。牛

᳨成績より乳Ồ᳨ᰝ後 2 㐌間から 1 ࢝月後

の体⣽⬊数を調べ、 3� ୓個�PL を㉸える個

体の๭ྜを⟬出し、乳Ồ᳨ᰝ結果との比㍑を

行った。ヨ㦂㛤始前後でのバルࢡ乳体⣽⬊数

の᥎⛣を調べた。 

 

ᡂ ⦼ 

 乳Ồの⣽⳦の᳨出率は 31� とపく、原因⳦

種ู発生๭ྜでは⎔ቃ性ࣞンࢧ⌫⳦（RWhHU 

sWUHSWRcRccL 㸸 26 ） 8� 、 (schHOLchLD 

cROL�(�cROL� 7� 、.OHEsLHOOD�SnHXPRnLDH�.� 

SnHXPRnLDH ��� 、 ⎔ ቃ 性 ࣈ ࢻ ࢘ ⌫ ⳦

（cRDJXODsH�nHJDWLYH sWDShyORcRccL㸸C16） 
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*HnRJURXSϨにᒓする࣡ࢡチンᰴを使⏝する࢝࢔バࢿ⑓୙ά໬࣡ࢡチンの 

ຠ果ⓗな࣡ࢡチࢿーシࣙンプロࣛࢢムの᳨ウ 

 

 

Ỉᡞ ᗣ᫂  ᐩỌ ⏤㤶 1） 㧗岡 ளἋ子 2） 

西部基幹家畜診療所 1）西部家畜診療所 2）໭部基幹家畜診療所 

 

せ ⣙ 

ムをホ౯するために、JHnRJURXSϨ（*Ϩ）にᒓࣛࢢチンプロࢡ⑓のண㜵にຠ果ⓗな࣡ࢿバ࢝࢔

する࢝࢔バ࢘ࢿイルス（$.$9）をᢠ原とした࣡ࢡチンを⫱成牛に᥋種し、$.$9 の JHnRJURXSϩ（*ϩ）

にᒓする -D*$U39 ᰴと *Ϩにᒓする .0�2�%U��� ᰴにᑐする中࿴ᢠ体౯を 定した。ヨ㦂には生࣡

チン（76�C2ࢡ ᰴ㸸以下 L）、୙ά໬࣡ࢡチン（.1��� ᰴ㸸以下 1.、2%(�1 ᰴ㸸以下 .）の 3種㢮を

使⏝した。L を 1 回᥋種後、1. を 3 回᥋種した⩌（$ ⩌）、1. を 3 回᥋種した⩌（% ⩌）、. を 3

回᥋種した⩌（C ⩌）の 3 ⩌と࣡ࢡチンᮍ᥋種⩌をタ定し、㸯⩌ 5 頭にてヨ㦂をᐇ᪋した。

.0�2�%U��� ᰴにᑐする中࿴ᢠ体౯は、$⩌と %⩌が C⩌と比べて࣡ࢡチン᥋種後᭷意に㧗い್で

あった。1.を 2回᥋種すると、࢝࢝ࢾのά動する �～11 月の間に *Ϩと *ϩにᒓする $.$9 による

⑓のண㜵には、*Ϩとࢿバ࢝࢔。⑓をண㜵できる中࿴ᢠ体౯が持⥆することを☜ㄆできたࢿバ࢝࢔

*ϩを୧方࢝バーできることから、⮫ᗋ⌧ሙにおいて チンよりࢡ࣡. ⏝チンの方がより᭷ࢡ࣡.1

と⪃えられた。 

࠙キー࣡ーࢻ㸸࢝࢔バࢿ⑓、JHnRJURXS、࣡ࢡチンࠚ 

 

イルス（$.$9）は、妊娠牛にお࢘ࢿバ࢝࢔

ける胎子感ᰁによる異ᖖ産の原因として㔜要

どされてきたが、㏆年、⑓ᆺの㐪う生後感ᰁ

による⬻⬨㧊⅖の原因としてもၥ㢟となって

いる ⑓の発⑓ᶵᗎは、$.$9ࢿバ࢝࢔。（1�4 を

ಖ᭷した࢘シ࢝࢝ࢾな࡝の፹௓⠇足動≀（࣋

ター）が感受性のある牛を྾⾑することにࢡ

より、࢘イルスが牛体内に౵入し、࢘イルス

⾑⑕となる。この࢘イルスが⾑ὶを௓して、

胎┙に฿㐩し胎子に感ᰁすると異ᖖ産、⬻⬨

㧊に感ᰁすると㠀໬⮋性⬻⬨㧊⅖を引き㉳こ

す 1�2）。$.$9 は⾑ὶを௓してᶆⓗ⮚ჾに感ᰁ

するため、⾑中で $.$9 を中࿴できるᢠ体がᏑ

ᅾすれば、࢘イルス⾑⑕を㜵ࡄことができ、

発⑓をண㜵することができることから、࣡ࢡ

チン᥋種によって⾑中の中࿴ᢠ体を産生して

おくことが࢝࢔バࢿ⑓ண㜵には㔜要である 5）。 

$.$9 は、⾑Ύᆺは 1 つであるが、分子⣔⤫

ᶞゎᯒにより 4 つの㑇伝子ᆺに分㢮されてい

る。日本ᅜ内で分㞳されたᰴは JHnRJURXSϨ

（*Ϩ）もしくは JHnRJURXSϩ�*ϩ�に分㢮さ

れている �）。ᚑ来から࣡ࢡチンに使⏝されて

いた 2%(�1 ᰴ、76�C2 ᰴは *ϩに、2�14 年に

発኎された࣡ࢡチンに使⏝されている .1���

ᰴは *Ϩにᒓしている。*Ϩにᒓするᰴと *ϩ

にᒓするᰴはᢠ原性が異なり、*ϩにᒓするᰴ

のᢠ⾑Ύは、同ࡌ *ϩにᒓするᰴを中࿴する

⬟ຊに比べると *Ϩにᒓするᰴを中࿴する⬟

ຊがపく、それにᑐして *Ϩにᒓするᰴのᢠ

⾑Ύは、*Ϩにᒓするᰴと *ϩにᒓするᰴを同

様に中࿴でき、*Ϩのᰴはච␿஺ᕪ性がᗈい 3）。

また、*Ϩにᒓするᰴは生後感ᰁ牛から、*ϩ
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前⫥㋟῝部感ᰁ⑕における᩿㊑術の 1⑕౛ 

 

 

▼⏣ ࿴子  㧗ᕷ ┤Ⓩ  ᰿ᮌ ៞ᙪ  Ⲩᮌ 勇௓ 1）  ட᳃ Ὀஅ 2� 

南部家畜診療所 1� 生産獣医療支援センター 2� 岡山⌮科大学ᑓ㛛学校 

 

せ ⣙ 

㋟῝㒊ឤᰁ⑕にᑐ䛩るᢠ⏕≀㉁䜔ᾘ⅖๣䛺䛹に䜘る἞⒪䛿ຠᯝがᚓ䜙䜜にくく、㔜⑕໬して㉳❧୙

⬟と䛺りᗫ⏝と䛺る⑕౛䜒ᑡ䛺く䛺い。᰿἞䛾䛯䜑に䛿、ᝈ㒊䛾ቯṚ⤌⧊䛾㝖ཤと༑ศ䛺Ὑίがᚲせ䛷

䛒り、᩿㊑⾡が᭷ຠ䛷䛒ると䛾ሗ࿌䛿ከい。௒ᅇ、㋟ෙ๰യか䜙⣽⳦ឤᰁし、㋟㛵⠇⅖をᘬ䛝㉳こし䛯⑕

౛に㐼㐝し、ᢠ⏕≀㉁䛾ᒁᡤᢞ୚䜔඲身ᢞ୚䛺䛹䛾἞⒪を⾜䛖䜒཯ᛂ䛫ず、㔜⑕໬し䛯䛯䜑䠴⥺᳨ᰝ

をᐇ᪋ᚋ、᩿㊑⾡を⾜い἞⒵に⮳䛳䛯。䠴⥺᳨ᰝ䛷䛿、ྑ๓⫥ෆഃ䛾㋟㦵ཬ䜃ෙ㦵㛵⠇㠃に⅖⑕ീ䛚

䜘䜃ෙ㦵㐲఩➃䛾㦵⼥ゎをㄆ䜑䛯。᩿㊑⾡ᐇ᪋⩣᪥に䛿、ᝈ⫥䜈䛾㈇㔜をㄆ䜑䛯ことか䜙、᩿㊑⾡䛿

῝㒊ឤᰁ⑕に䜘る③䜏か䜙∵を㏿䜔かに㛤ᨺ䛩ることが䛷䛝る䛯䜑㐺ᛂ⑕䛷䛒䜜䜀✚ᴟⓗにᐇ᪋䛩䜉

䛝だと⪃䛘る。 

࠙キー࣡ーࢻ㸸᩿㊑術、㋟῝部感ᰁࠚ 

 

㋟῝部感ᰁ⑕では、࿘㎶⤌⧊の⾑行障害な

⸆の⑓変部でᢠ生≀㉁の᭷ຠ⭝ࡸにより㦵࡝

≀⃰度を⥔持することはᅔ㞴であり、ᢠ生≀

㉁༢⊂の治療では感ᰁをไ御することはほࡰ

୙ྍ⬟と言われている。እ科ⓗ治療法として

ᝈ部のቯṚ⤌⧊のษ㝖と༑分な排⮋が必要だ

が 1�2）、そうした治療を行ってもண後୙良とな

る⑕౛が少なくない。 

今回、㋟ෙ部のᦆയから⣽⳦感ᰁし㔜⑕໬

した⑕౛にᑐして、᰿治を目ⓗとした᩿㊑術

をᐇ᪋したのでそのᴫ要をሗ࿌する。 

 

症例の経過 

 ⑕౛は、経産牛⣙ 4� 頭の⧅ぎ牛⯋で㣫㣴さ

れている +24�12�11 ⏕䜎䜜䛾࣍ルスタイン牛

㞤�ᅗ 1�。発⑓時、受胎を☜ㄆして間もない

牛であった。 

➨ 1 ⑓日�+29�1�2��㸸前⫥の㈇㔜がなく求診

あり。初診時、体  38�8 度、ྑ前⫥はほとん

㈇㔜せず、๪㋟࿘ᅖᅽ③㢧ⴭ、ᝈ部࿘ᅖの࡝

⭘⬽はなく、元気㣗ḧもあった。発⇕もなく

㉳❧もྍ⬟であったため᤬᣸等を␲い㠀スࢸ

ロイࢻ〇๣にてຍ療を行った。 

➨ 2 ⑓日㸸⑕状は変わらず、内㋟の㋟ෙ部に

่๰のようなものを発見。⌫⠇の軽度⭘⬽を

ㄆめ、前日同様の治療をᐇ᪋した。 

 

 

 

 

 

1� 行✵け 

 

 

 

 

  

 

図 1 左：症例牛 

右：右前肢⌫⠇の⭘⬽�➨ 26 ⑓᪥� 

 

➨ 13 ⑓日㸸発⇕、ᝈ部の⭘⬽、ⴭしい⑊③を

ㄆめ、 ᢠ生≀㉁の඲㌟投与を 3 日間ᐇ᪋。 

➨ 2� ⑓日㸸⑕状の改善ㄆめず、㋟ෙより⮋の

排出をㄆめたため、㋟の῝部感ᰁ⑕を␲い ;

⥺᧜ᙳ後、᩿㊑術をᐇ᪋した。術後は、 

術後 2 日目� シリン、ໟᖏ஺᥮ࢽ࣌

�㋟⑓㌾⭯�࣌ࢵトシーࢶ� 

術後 3 日目� シリンࢽ࣌

術後 4 日目� シリン、ໟᖏ஺᥮ࢽ࣌

�ぶỈ㌾⭯�ࣛࢵプ� 

術後 5 日目� シリンࢽ࣌

術後 8 日目� シリン、ໟᖏ஺᥮ࢽ࣌

術後 1� 日目�ໟᖏ஺᥮ 

術後 31 日目�ໟᖏ஺᥮ 

術後 4�日目�ໟᖏ㝖ཤ、㛤ᨺ๰とする�ᅗ 2�。 

ໟᖏ஺᥮は術後 4 日目から࣌ࢵトシーࢶをな

くし、ࣛࢵプを⏝いた‵₶療法とした。術後

は⩣日からᝈ⫥࡬の㈇㔜をㄆめ、᫂らかな⑊

③⦆࿴が☜ㄆできた。᩿㊑後の๰㠃は、㋟⑓

㌾⭯による変Ⰽはあったが、8 日目から 1� 日

目では‵₶療法によりᛴ㏿な⫗ⱆቑ殖が☜ㄆ

できた。術後 31 日目にはᝈ部࿘ᅖの⭘⬽は඲

くなくなり、๰㠃もⓑⰍの⫗ⱆでಟ᚟された

�ᅗ 2、3�。当ヱ牛は、+29�9�11 に࿴牛子牛を

分娩し、分娩後 8� 日時Ⅼで⣙ 42 ਻�日のἪ乳

を☜ㄆした。 

 

 

 

 

 

1� 行✵けᅗを㈞り付ける 

 

 

 

  

  

図 2 断趾後の治⒵経過 

 

 

 

 

 

 

  

  

図 3 ➨ �� ⑓᪥の断趾牛 

 

㹖⥺᳨ᰝ 

࣏ータࣈル㹖⥺発生⿦⨨、ࢣンࢥー・トキ

ーのࢼ 3;�2�%7PLnL を使⏝して᧜ᙳᐇ᪋。内

㋟㋟ෙ࿘ᅖの⅖⑕ീ、内㋟中⠇㦵�ෙ㦵�㐲位

➃およࡧᮎ⠇㦵�㋟㦵�㏆位➃の㦵⼥ゎをㄆめ

た�ᅗ 4�。 

 

図 4 㹖⥺᳨ᰝ⏬ീ 

 

断趾術 

⅖⑕部位およࡧ㦵⼥ゎ部分を᏶඲に㝖ཤ

するよう中⠇㦵�ෙ㦵�内ഃ㏆位➃から基⠇㦵

እഃ㐲位➃に向けて᩿㊑術をᐇ᪋した。᩿㊑

術は、2㸣キシࣛࢪンにて㙠㟼・ᕥᶓ⮩位にて

ಖ定後、中ᡭ部に㥑⾑ᖏをᕳき、2㸣ሷ㓟プロ

࢝イン 2�㹫L を内ഃ㊑㟼⬦に投与しᒁ所㟼⬦

内㯞㓉をᐇ᪋。まず、㊑間⓶⭵をษ㛤後、⥺
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管内のࣕࢪーࢪー農家にて㖡中ẘと診᩿された 1⑕౛ 

 

 

㉺本 時㈗    㔠┒ 㝯ᚿ  ⣬㇂ ᘓᚿ 1） 

ⵛ山家畜診療所 1）┿ᗞ家畜ಖ健⾨生所 

 

せ ⣙ 

牛が㖡中ẘに⨯ᝈすると、⹫ᙅ、㣗ḧ୙᣺、࣊ࣔࢢロࣅン⾑⑕、࣊ࣔࢢロࣅンᒀ⑕、㯤⑇、⭡

③、下⑩、②ᨥ等の⑕状を࿊し、㔜⑕のሙྜ、Ṛஸすることもある。今回、管内の一酪農家にお

いて㉥Ⰽᒀ、ྍど⢓⭷茶Ⰽ、㉳❧୙⬟等の⑕状を♧し、ᛴṚした⑕౛（ᖹ成 25年 2月 8日出生の

、ー種、搾乳牛）に㐼㐝した。⾑ᾮ᳨ᰝを行った結果、㖡⃰度の㧗್がㄆめられた。またࢪーࣕࢪ

⤌⧊学ⓗ᳨ᰝにおいては㖡を特異ⓗにᰁⰍするロダࢽンᰁⰍで㖡の⵳✚がㄆめられた。このよう

な特ᚩⓗな所見から㖡中ẘと診᩿されたため、そのᴫ要をሗ࿌する。 

࠙キー࣡ーࢻ㸸㖡中ẘ、⾑中㖡⃰度、ロダࢽンᰁⰍࠚ 

 

㖡中ẘに⨯ᝈすると、㣗ḧ୙᣺、⭡③、჎

ྤ、下⑩、体 上᪼、⬦ᢿ数ቑ、⢓⭷඘⾑等

が㉳こり、その後②ᨥ、᫃╧を♧し、ᩢṚす

る。៏性ᆺでは元気、㣗ḧのᾘኻ、ྍど⢓⭷

の㈋⾑と㯤⑇、⾑ᒀまたは⾑Ⰽ⣲ᒀがㄆめら

れる。また⬦ᢿ数ቑ、࿧྾ಁ㏕、ᮎᮇは㉳❧

୙⬟となってᩢṚする 1）。 

ᾘ໬管で྾཰された㖡は࢔ル࣑ࣈンと結

ྜして⫢⮚に㐠ᦙされ、⫹Ồ࡬排出されるか、

他の⤌⧊࡬෌分㓄される。しかし、ストࣞス

等の่激を受けると⫢⮚に⵳✚した㖡がᨺ出

され、⾑中⃰度が上᪼する。㖡は┤᥋あるい

はࣛ࢝ࢪル生成を௓して㓟໬ストࣞスを与え

るため、㉥⾑⌫内においてࢢルタチオンのప

下ࡸメト࣊ࣔࢢロࣅンのቑຍといった作⏝を

♧し、⁐⾑性㈋⾑等の⑕状を引き㉳こす 1�。 

ᛴ性ẘ性を引き㉳こす⃰度�LD5��は⨺で

2��5� ਺�NJ、子牛で 4��1�� ਺�NJ、成牛で

2���8�� ਺�NJ である。⨺は㖡の排出⬟がపく、

㖡中ẘを㉳こしࡸすい 2�3�。そのため、⨺の㖡

中ẘに⨯ᝈした⑕౛は数多くሗ࿌されている

一方で、牛において㖡中ẘは⛥な⑌⑓である。

今回、㖡中ẘを␲った⑕౛に㐼㐝したため、

そのᴫ要をሗ࿌する。 

 

症例経過 

 ⑕౛はᖹ成 24 年 7 月 8 日生まれ、ࣕࢪーࢪ

ー種、ᖹ成 29 年 5 月 23 日分娩ண定の஝乳牛

で、分娩ண定 1 ࢝月前の 4 月 2� 日に㣗ḧ୙᣺

との⛺࿌で 診౫㢗があった。初診時は、

737�8Υ、⓶ ୙ᩚ、㣗ḧᗫ⤯、㉥Ⰽᒀ、➨一

⫶㐠動ᚤᙅ等を࿊したため、ప CD ⾑⑕を␲い

CD ๣、強⫢๣、⿵ᾮ๣等の投与を行い、⾑ᾮ

᳨ᰝをᐇ᪋した。➨二⑓日、737�2Υ、㉳❧୙

⬟、⓶ ୙ᩚ、㉥Ⰽᒀ、〓Ⰽ୙ᾘ໬౽少㔞、

ྍど⢓⭷茶Ⰽを࿊し、Ṛにℜする状ែであっ

た。⩣日の朝Ṛஸしたため、家畜ಖ健⾨生所

にて⑓性鑑定を行った（ᅗ 1）。 

 

 

図 1 治療経過 ୖẁࡣ症≧、下ẁࡣฎ⨨ 

 

ᡂ ⦼ 

 ⾑ᾮ᳨ᰝの結果は *OX、*27、%U1、CR(、7�%LO、

Ț�*73 の上᪼、73、CD、I3 のప下がㄆめられ

た。LD+ はṇᖖ್であった。また、⾑中㖡⃰

度は、ṇᖖ್が 75��～1�5��wJ�GL であるのに

ᑐし、当ヱ牛では 1��57�5wJ�GL と㠀ᖖに㧗い

್であった（表 1）。 

 

⾲ 1 ⾑ᾮ᳨ᰝ⤖ᯝ 

 

  

⑓⌮⤌⧊᳨ᰝでは⫢⮚に✵⬊変性をకう

㠀໬⮋性⅖、ロダࢽンᰁⰍで大ᆺ㉥Ⰽ㢛⢏が

ㄆめられ、⭈⮚でᒀ⣽管ቯṚがㄆめられた。

さらに 3CR法により CORsWULGLXP nRYyLの D1$

が᳨出された（ᅗ 2）。 

 

 

 

 図 2 左図：肝臓 右図 腎臓 ロダニン

染色（矢印：赤色顆粒の蓄積） 

 

⪃ ᐹ 

 本⑕౛では、⑓性鑑定の結果から㖡が⫢⮚

に⵳✚した後、⾑中に⛣動し㖡の⾑中⃰度が

㧗まったことにより、඲㌟⑕状を来しṚஸし

たものと⪃えられた。与えている㣫ᩱࡸῧຍ

≀には㖡が多くྵまれる㣫ᩱがなかったこと、

㣫ᵴࡸᰙ等の࿘ᅖの㣫⫱⎔ቃから㖡〇のもの

が見つからなかったことから、当ヱ牛が࡝の

ようにᦤྲྀしたかは୙᫂である。一方で

CORsWULGLXP nRYyL の感ᰁを♧す結果から、

当ヱ⳦に感ᰁし、ࢻー࣑ࣃン代謝が㜼害され
4�、この代謝に必要な⿵㓝⣲である㖡が⫢⮚

に⵳✚し、㖡中ẘに⨯ᝈしたྍ⬟性も⪃えら

れる。今後、原因✲᫂のためỈ㉁᳨ᰝࡸ定ᮇ

ⓗな᥇⾑をᐇ᪋する必要がある。 

 

ᘬ⏝ᩥ⊩ 

�1�ᕝᮧΎᕷ�内⸨善ஂ�前出ྜྷග㸸獣医内科学�

日本獣医内科学࣑ࢹ࢝࢔ー⦅�➨ 3 ∧� 277�

ᩥᰤᇽ出∧�ᮾி�2�13�      

�2�2�(nULcR LLSSL� C�+HnULTXH 0DchDGR� 0C 

6XcXSLUD� $ssHssPHnW RI sRPH cOLnLcDO DnG 
ODERUDWRUy YDULDEOHs IRU HDUOy GLDJnRsLs 

RI cXPXODWLYH cRSSHU SRLsRnLnJ Ln shHHS� 

9HWHULnDUy DnG +XPDn 

7R[LcRORJy�45���289�293 �2��3�    

�3�ᯇ本裕一ら� ࿘産ᮇに多発したࢧフ࢛ー

 �種繁殖⨺の៏性㖡中ẘ�日本獣医師会㞧ㄅࢡ

�7�8�587�592�2�14� 
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�4�6hDZ�:� IncUHDsHG XULnDUy H[cUHWLRn RI 

D 3��3�hyGUR[yShHnyO��3�hyGUR[yO 

SURSLRnLc DcLG �+3+3$�� Dn DEnRUPDO 

ShHnyODODnLnH PHWDEROLWH RI CORsWULGLD sSS� 

Ln WhH JDsWURLnWHsWLnDO WUDcW� Ln XULnH 

sDPSOHs IURP SDWLHnWs ZLWh DXWLsP DnG 

schL]RShUHnLD�1XWULWLRnDO 1HXURscLHncH� 

13�3�135�143�2�13� 

㯮毛࿴種子牛における៏性㖡中ẘの 1⑕౛ 

 

 

㰻⸨ ឡ  大㈡ まりえ  ụ山 ஽  Ⲩᮌ 勇௓ 

西山 ⠜  ⸨஭ 多ຍ治  Ỉ上 ᬛ⛅ 1） 

生産獣医療支援センター 1）岡山家畜ಖ健⾨生所 ⑓性鑑定ㄢ 

 

せ ⣙ 

⣙ 4࢝月㱋の㯮毛࿴種子牛において、ỿ㨚、⾑Ⰽ⣲ᒀ、極度の㈋⾑、㯤⑇の⑕状をㄆめຍ療を

行うも⑕状好転せず、ண後୙良とุ᩿し鑑定ẅをᐇ᪋した。⫗║ⓗ所見では⓶下⬡⫫ཬࡧㅖ⮚ჾ

の㔜度な㯤Ⰽ໬、⫢⮚の㏥Ⰽ◳໬ཬࡧᶓ㝸⭷࡬の癒╔をㄆめ、⫹Ồは㯮Ⰽの⢓ᾮ状となっていた。

⑓⌮⤌⧊学ⓗ᳨ᰝでは、⫢⮚においてᑠⴥ中ᚰ性に⣽⬊㉁のῐ᫂໬、✵⬊変性をㄆめた。また⫢

୕つ⤌み࿘ᅖཬࡧ⭈ᒀ⣽管上⓶において㖡のỿ╔をㄆめた。Ṛஸ時⾑中㖡⃰度は 141�7ȣJ�GL と

上᪼していた。また同ᒃ牛 25頭において⾑中㖡⃰度を᳨ᰝしたところ 24頭でṇᖖ್を上回る数

್となっていた。以上より牛⩌඲体に៏性㖡中ẘの状ែであった事が᥎ᐹされ、⑕౛においては

何らかのストࣞス่激等により⫢⮚࡬⵳✚した㖡が⾑中ᨺ出され⑕状を発⌧したものと⪃えられ

た。 

࠙キー࣡ーࢻ㸸㖡中ẘ ⾑Ⰽ⣲ᒀ 㯤⑇ ⁐⾑性㈋⾑ࠚ 

 

㖡は生体において㔜要なᚤ㔞元⣲であり、

の㓝⣲のᵓࠎ種ࡸの㛵与࡬ンྜ成ࣅロࢢࣔ࣊

成成分としてのᙺ๭な࡝を᭷している 1�2）。し

かし㐣๫となったሙྜ、┤᥋あるいはࣛ࢝ࢪ

ル生成を௓した㓟໬ストࣞスによる⣽⬊障害

によって中ẘ⑕状を引き㉳こす 3）。៏性の㖡

中ẘは長ᮇ間にΏりᦤྲྀされた余๫な㖡が⫢

⮚に⵳✚し、ストࣞスな࡝の่激で⾑中࡬ᨺ

出され⾑Ύ㖡⃰度がᛴ上᪼することにより⁐

⾑性㈋⾑、⾑Ⰽ⣲ᒀ、㯤⑇な࡝の中ẘ⑕状を

㉳こすものである。今回⣙ 4 ࢝月㱋の㯮毛࿴

種子牛において៏性㖡中ẘと診᩿された⑕౛

に㐼㐝したのでそのᴫ要をሗ࿌する。 

 

症例おࡧࡼ経過 

 +28�1��21 生、㯮毛࿴種、㞝。+29�2�23（12�

日㱋）に㣗ḧ୙᣺との⛺࿌にて 診。άຊが

なくྍど⢓⭷に㯤⑇がㄆめられた。⾑ᾮ᳨ᰝ

にて $67�1�782IU�L、**7�172IU�L、7�%LO� 

12�19PJ�GL と激しい⫢障害を♧す್をㄆめ

た。ᢠ生๣、スࢸロイࢻ等にてຍ療を行うも

➨ 2 ⑓日には⾑Ⰽ⣲ᒀをㄆめ、➨ 5 ⑓日まで

治療を行うも㈋⾑、㯤⑇㐍行し⑕状の改善見

られず。ண後୙良とุ᩿し⩣日家畜ಖ健所に

て鑑定ẅを行った。また本⑕౛と同時ᮇに㣗

ḧ୙᣺の⛺࿌で 診౫㢗のあった同ᒃ牛にお

いても$67ࡸ **7の上᪼個体がㄆめられたⅭ、

⑕状、状ἣより集団の㖡中ẘを␲い、同ᒃ牛

の⾑Ύ㖡⃰度を 定した。 

 

ᡂ ⦼ 

 ⫗║所見では、⓶下⤌⧊ཬࡧ⮚ჾ඲体に㢧

ⴭな㯤Ⰽ໬（ᅗ 1）がみられ、⫢⮚は㏥Ⰽ◳

໬（ᅗ 2）しᶓ㝸⭷に癒╔、⫹Ồは㯮Ⰽの⢓
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᩿した。また⁐⾑と㛵㐃した៏性中ẘ⑕状の

発⌧する数日または数㐌間前から、$67 等の

⫢⮚ㅖ㓝⣲್が上᪼する事が▱られており
4�5）、同ᒃ牛においても⾑Ύ㖡⃰度の上᪼、$67、

**7 の上᪼をㄆめたことから同様に⫢⮚࡬の

㖡の⵳✚が㉳こっていることが᥎ᐹされ、そ

れによる⫢障害が発生していたと⪃えられる。 

㖡中ẘの原因は㖡ྵ᭷のẅ⹸๣の体表ᩓ

ᕸ、㖡ྵ㔞の多いᅵተࡸ工業地ᖏで産生され

た㣫ᩱ作≀ࡸ✐≀㣫ᩱの᥇㣗、㖡⃰度の㧗い

である。今回発生がみ࡝ル๣の投与なࣛࢿ࣑

られた牛⩌では඲て㉎入㣫ᩱが⏝いられてお

り、⑌⑓発生前後で㣫ᩱの変᭦、追ຍࡸ⸆๣

のᩓᕸ等は඲く行っていなかった。また㣫㣴

⎔ቃ中に㖡〇ရ等もᏑᅾしていなかった。 

前㏙の通り、㖡は㔜要なᚤ㔞元⣲であり、

牛⏝の㣫ᩱ中にも一定㔞ྵ᭷されている。⨺

は家畜の中でも㖡の中ẘ㝈⏺ᇦが⊃く、㖡中

ẘに㝗りࡸすいことが▱られており、牛⏝の

人工乳ࡸ㓄ྜ㣫ᩱが原因と思われる㖡中ẘは

いくつかのሗ࿌がある 5�7）。また子牛において、

プ࣑ࣞࢡࢵスによる៏性㖡中ẘのሗ࿌もされ

ている 8）。今回、⑕౛牛だけでなく、牛⩌඲

体に៏性の㖡中ẘの状ែであったと᥎ᐹされ、

㣫ᩱからのᦤྲྀが強く␲われたが、原因✲᫂

には⮳らなかった。 

៏性の㖡中ẘは少㔞の㖡の長ᮇᦤྲྀによ

り⫢⮚に㖡ỿ╔が㉳こり、ストࣞスな࡝の่

激で⾑中࡬㖡がᨺ出され、⾑中㖡⃰度がᛴ上

᪼し発⑕する 3）。今回、㖡のᦤྲྀルートは୙

᫂であったが、牛⩌඲体に៏性㖡中ẘの状ែ

となっており、⑕౛牛では何らかのストࣞス

等の่激により⫢⮚からの㖡のᨺ出が㉳こり

⑕状を⌧したものと⪃えられた。 

 

ᘬ⏝ᩥ⊩  

�1�ᯈᶫஂ㞝�家畜⾨生学ᴫㄽ�23��ᩥỌᇽ出

∧�ᮾி�1994� 

�2�Ⳣ原఑�獣医生໬学�大ᮌ与ᚿ㞝�ஂಖ࿘一

㑻�ᑠἨᕑ⦅�93�9�ᩥỌᇽ出∧�ᮾி�1995� 

�3�家畜感ᰁ⑕学会�子牛の医学�3���⥳書ᡣ�

ᮾி�2�14� 

�4�前出ྜྷග�ᑠᒾᨻ↷�牛の⮫ᗋ�387�388ࢹ�

ーリ࣐࢕ン♫�ᮐᖠ�2��2� 

�5�ᮃ月ὒら�子⦉⨺で発生した㖡中ẘ�山᲍

県 家 畜 ಖ 健 ⾨ 生 業 績 発 表 会 集

録�2��2��8�72�2��4� 

���中ᕝᾈ�めん⨺の㖡中ẘの発生౛について�

家畜⾨生◊ಟ会（生໬学）�1992� 

�7�ྜྷἑ㔜ඞ�⥥⨺の㖡中ẘの発生౛と原因✲

᫂�家畜⾨生◊ಟ会（生໬学）�199�� 

�8�UHPXUD 0LyXNL HW DO��プ࣑ࣞࢡࢵスのㄗ

った使⏝による子牛の៏性㖡中ẘ�日本産業

動≀獣医学会（஑ᕞ）�2���� 

管内農ሙで発生したࣆートン࢘イルスの㛵与が␲われる牛異ᖖ産 4⑕౛ 
 

 

㧗岡 ளἋ子  西ᕝ 㐩ஓ  若ᵳ 拓ྖ  బ⸨ ె⨾        

Ỉᡞ ᗣ᫂ 1�   大㈡ まりえ 2�  Ᏹ㧗 成⨾ 3�  Ỉ上 ᬛ⛅ 4）  ᘅ℩ ཭㔛 4� 
໭部基幹家畜診療所 1）西部基幹家畜診療所 2� 生産獣医療支援センター 

3）岡山県ὠ山家畜ಖ健⾨生所 4）岡山県岡山家畜ಖ健⾨生所家畜⑓性鑑定ㄢ 

 

せ ⣙ 

 ὶ産、Ṛ産、早産、およࡧ先ኳ性異ᖖṚの⥲⛠である異ᖖ産の原因として、感ᰁ性要因である

⠇足動≀፹௓性࢘イルスがᣲげられる。オルࣖࢽࣈࢯᒓの࢝࢔バ࢘ࢿイルス�$.$9�、࢔イ࢘ࣀイ

ルス�$I129�の他に、㏆年、同ࡌᒓのシࣕࣔンダ࢘イルス�6+$9�およࣆࡧートン࢘イルス（3($9）

の㛵与が␲われる異ᖖ産が஑ᕞ・Ἀ⦖地方を中ᚰにሗ࿌されている。3($9 は、本ᕞでもᢠ体౯の

㝧転が見られ注意を要する࢘イルスであるものの、本ᕞにおける 3($9 の㛵与が␲われる異ᖖ産の

ሗ࿌は少ない。2�1� 年 9月から 11月に岡山県下඲ᇦで 3($9 ᢠ体౯上᪼がㄆめられ、2�17 年 2

月から 3月にかけて管内農ሙで 3($9 の㛵与が␲われる異ᖖ産が 4件発生した。今後も、家畜ಖ健

⾨生所と㐃ᦠした発生状ἣの☜ㄆと、畜୺࡬のၨ発ά動、፹௓動≀の㥑㝖およࢡ࣡ࡧチン᥋種に

よる発生ண㜵が㔜要であると⪃えられた。 

࠙キー࣡ーࢻ㸸ᢠ体౯、ࣆートン࢘イルス、牛異ᖖ産、࣡ࢡチンࠚ 

 

 、を፹௓᪻⹸とし࢝࢝ࢾル࣎࢘イルスは࢔

ὶ産、Ṛ産、ወᙧ等の牛異ᖖ産の原因となる。

代表ⓗな࢘イルスとして、表 1 のものがあげ

られる。この中でも㏆年、3($9、6+$9 の㛵与

を␲う牛異ᖖ産が、஑ᕞ・Ἀ⦖地方でሗ࿌さ

れၥ㢟となっている 1�2�。3($9 は、1999 年に

長ᓮ県のおとり牛の⾑ᾮおよࡧ、ᐑᓮ県で᥇

ྲྀされた࢝࢝ࢾより分㞳された 3�。3($9 の㛵

与が␲われる異ᖖ産は、199� 年から 2�11 年

にかけてἈ⦖県と஑ᕞ地方でのみሗ࿌されて

いる 2�。しかし㏆年、3($9 のᢠ体㝧性が☜ㄆ

されている㒔㐨ᗓ県が、Ἀ⦖県、஑ᕞ地方に

ຍえて中ᅜᅄᅜ地方、ᮾ日本࡬ᗈがっている

（ᅗ 1）。今回、岡山県における 3($9 ᢠ体౯

の調ᰝを行い、ᾐ₶状ἣの☜ㄆを行った。ま

た、管内農ሙで 3($9 の㛵与が␲われる異ᖖ産

が 4 件発生したのでそのᴫ要をሗ࿌する。 

 

 

 

⾲      ル࣎ウイルスの一例࢔ 1

 

 

�ᰴ�ᚤ生≀໬学◊✲所調ᰝ発表分 

図 1 3($9 ᢠయㄪᰝ 2��5 ᖺ-2�15 ᖺ 
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図 1 術前の ; ⥺᳨ᰝ⏬ീ 5/ ീ 

      㦵ᢡ部の㦵ቑ生ീ（白矢㢌） 

      ⬚⭍内ኚ఩した⫘㦵㦵ᢡ➃（黒矢㢌） 

      ࢞スが㈓␃しᣑᙇした㣗㐨（白矢印） 

      ➨一⬚㦵の⬺⮻（黒矢印） 

 

キシࣛࢪンにて㙠㟼後、ᕥഃᶓ⮩位にてྑ

前⫥を前方にఙ長、እ転してಖ定した。➨ 2

⫘㦵㦵ᢡ部上の⓶⭵をษ㛤し、ὸ⬚➽、῝⬚

➽、⬚┤➽を分㞳し、㦵ᢡ部を㟢出させた。

㦵ᢡ部は㦵⭷が୙᫂░であり、㦵⭷の๤㞳を

せずに➨ 1 ⫘㦵ཬࡧ➨ 2 ⫘㦵の中位ཬࡧ㐲位

を⥺ᤣでษ㝖した。 

 

図 2 ኚ఩した⫘㦵のษ㝖  

 

ษ㝖した⬚ቨがᗈく、⬚⭷の⦭ྜがᅔ㞴で

あったため、࢝ࢸーࢸルを⬚⭍内に␃⨨した

まま῝⬚➽、ὸ⬚➽を⦭ྜして⬚⭍を㛢㙐し、

ᢤ気して㛢⬚した。 

 

⤖ ᯝ 

⩣日よりႍ㬆のῶᙅ、ດຊ性࿧྾等、࿧྾

ჾ⑕状の改善がㄆめられた。ᡭ術 45 日後には

࿧྾数は 7� 回�分から 4� 回�分までῶ少した

がṇᖖ⠊ᅖ内に回᚟しなかった。術後、㰘⬽

⑕の発⑕はㄆめられていない（表 1）。 

 

⾲ 1 ᡭ術前後の症≧のኚ化 

 

術後 35 日目にᐇ᪋した⬚部ࣞントࢤン᳨

ᰝでは気管⊃✽部はࡸࡸᣑ張し、ᣑ張した㣗

㐨ཬࡧᾘ໬管内の࢞スはᾘኻした（ᅗ 3）。 

 

 

図 3 術後の ; ⥺᳨ᰝ⏬ീ /5 ീ 

 

 
ᡭ術前 

ᡭ術 

⩣日 

ᡭ術 

45 日後 

࿧྾ჾ 

⑕状 

強ໃࣛ㡢 

発တ頻回 

㞧㡢 

発တ 

㞧㡢 

発တ 

ႍ㬆㡢 ⴭ᫂ ῶᙅ ᾘኻ 

࿧྾数 

�回�分�
7� 52 4� 

㰘⬽⑕ 頻発 軽ῶ なし 
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⪃ ᐹ 

ᚑ来、⫘㦵㦵ᢡと࿧྾ჾ⑌ᝈは一⯡⑕状ࡸ

ゐ診のみで鑑ูすることはᅔ㞴である。特に

気管⊃✽は ; ⥺でのみ☜定診᩿がྍ⬟であり、

࿧྾ჾ⑌ᝈとの鑑ูをᐜ᫆に行える 3）。また

; ⥺᧜ᙳを行うことにより、よりヲ⣽かつᗈ

⠊ᅖな所見が得られる。今回⫘㦵が⬚⭍内変

位、変ᙧ癒ྜした部位は上⭎付╔部の┤下で

プローチがᅔ㞴である。また့乳子牛は上࢔

⭎付╔部から⬚㦵までのᖜが▷いため術๰の

長さがとれず、㛤ཱྀ部がᑠさく作業性がప下

する。ᡭ術はキシࣛࢪン㙠㟼໬でᐇ᪋してお

り、気管⊃✽、キシࣛࢪンの࿧྾ᢚไ作⏝、

㛤⬚により∦⫵がྵ気しないな࡝、術中᥮気

㔞がప下していると᥎ されるため、今後は

気管ᤄ管等も⪃える必要がある。; ⥺᧜ᙳを

行い㦵ᢡ部位、⛬度な࡝ヲ⣽な所見を得てษ

㛤部位等を᳨ウすることにより、より作業性

が向上し、ᡭ術時間を▷⦰することがྍ⬟で

あると⪃えられた。 

気管⊃✽の治療法として、他㡿ᇦでは㙠တ

⸆、気管支ᣑ張๣等によるಖᏑ療法、スࢸン

トを気㐨内⭍に␃⨨し内⭍をᣑ張する方法、

気㐨࡬のእ科ⓗ࢔プローチな࡝が㑅ᢥされる
3）。ಖᏑ療法は⊃✽の⛬度が軽ᚤなሙྜのみ

㐺⏝であり、本⑕౛のような㔜度のᅽ㏕によ

るものではຠ果がᮇᚅできない。スࢸントの

␃⨨はᡭ技が↹㞧であり、気㐨内⭍の変໬す

るᗂ若動≀には㐺⏝ᅔ㞴である 4）。また気㐨

、プローチはᡭ技が↹㞧であり࢔のእ科ⓗ࡬

長ᮇ間の⣽かな術後管⌮が必要であるため、

産業動≀㡿ᇦでは㐺⏝ᅔ㞴である。以上のこ

とから、本牛のように気管⊃✽による㔜度の

࿧྾ჾ⑕状を♧す⑕౛では、➨ 1・➨ 2 ⫘㦵

の部分ษ㝖術が㐺当であると⪃えられる。 

術後、一⯡⑕状が大ᖜに改善したことから、

気管⊃✽が改善したことが♧၀された。術前

の㹖⥺᳨ᰝにて☜ㄆできたᾘ໬管内࢞スにつ

いては、ດຊ性࿧྾による✵気のᄟ下による

ものか、あるいは変位した⫘㦵により㣗㐨が

ᅽ㏕され᭕気ᅔ㞴となり࢞スが㈓␃したもの

かは୙᫂である。いずれにしても、術後࢞ス

がᾘኻしたことは⬚㒌前ཱྀのᣑ張により࿧྾

が改善したことを♧၀している。 

術後のࣞントࢤン᳨ᰝでは気管⊃✽部位

のᣑ張は୙᏶඲であったが、原因としては、

ษ㝖しなかったᕥഃの⫘㦵㦵ᢡ部のᅽ㏕によ

る⊃✽、あるいは長ᮇ間のᅽ㏕による気管⹫

⬺が⪃えられるが、⊃✽の原因を特定するこ

とはᅔ㞴である。気管⊃✽であったሙྜ、成

長とともに⊃✽部気管がᣑ大するため、今後

個体の成長と共にさらに࿧྾ჾ⑕状が改善す

るྍ⬟性がある。また気管⹫⬺は、軽⑕౛は

ቑ体率࡬のᙳ㡪は軽ᚤであるとሗ࿌されてい

る 5�。本⑕౛では術後チࣀ࢔ーࢮ、ႍ㬆な࡝

はᾘኻし、⑕状が軽ῶしたことからቑ体࡬の

ᙳ㡪は軽ᚤであると⪃えられる。以上のこと

から、⫘㦵部分ษ㝖術により⬚㒌上ཱྀをᣑ張

させることは、⫘㦵㦵ᢡによる気管⊃✽を࿊

する⑕౛にᑐして一定の治療ຠ果がᮇᚅでき

ると⪃えられる。今後も引き⥆き、気管⊃✽

がቑ体率な࡝に与えるᙳ㡪をほᐹする必要が

ある。 

ᘬ⏝ᩥ⊩ 

�1�ᯇ⏣ᾈ⌋㸸気管ཬࡧ気管支の⑌ᝈ� 獣医内

科学－大動≀⦅－� 日本獣医内科学࣑ࢹ࢝࢔

ー⦅� ➨ 1 ∧� 44� ᩥ Ọᇽ出∧� ᮾி（2�1�） 

�2�⸨ᕝ拓㑻ら㸸娩出時⫘㦵㦵ᢡに㉳因した気

管⊃✽による࿧྾୙඲子牛の 8 ⑕౛� 日本獣

医師会㞧ㄅ� �9� 5� 2�7�27�（2�1�） 

�3�㕥ᮌ一⏤㸸気管支⊃✽⑕�気管支⊃✽⑕� 

子牛の医学� 家畜感ᰁ⑕学会⦅� ➨ 1 ∧� 

183��84� ⥳書ᡣ� ᮾி（2�14） 

�4�)LnJODnG R%� RLnJs D0� 9HsWZHEHU -*� 7hH 

HWLRORJy DnG sXUJLcDO PDnDJHPHnW RI 

WUDchHDO cROODSsH Ln cDOYHs 9HW 6XUJ� 19� 

371�379�199�� 

�5�初㇂ᩔ㸸気管⹫⬺� ᪂∧୺要⑕状を基♏に

した牛の⮫ᗋ� ➨ 1 イリー࣐ࢹ �183�184 �∧

ン♫� ໭ᾏ㐨（2��2） 

先ኳ性ᒅ⭝▷⦰⑕ 4⑕౛におけるὸ指ᒅ⭝ษ᩿・῝指ᒅ⭝ษ㝖術の᭷⏝性 

 

 

ᶫ本 ⥤஀  若ᵳ 拓ྖ  西ᕝ 㐩ஓ  㧗岡 ளἋ子 

໭部基幹家畜診療所 

 

せ ⣙ 

 先ኳ性ᒅ⭝▷⦰⑕は乳牛に最もみられる先ኳⓗ異ᖖで、ὸ指ᒅ⭝ཬࡧ῝指ᒅ⭝が⥭⦰・拘⦰す

ることにより、前⫥⌫⠇のఙᒎがጉげられる⑌⑓である。ᒅ⭝▷⦰⑕の治療法として、ᚑ来はࢠ

プスな࡝によるእᅛ定法が一⯡ⓗであったが、〟⒔ࡸ、እᅛ定によりᩚ᚟がᅔ㞴な⑕౛がしばし

ばၥ㢟になっている。㏆年、ὸ・῝指ᒅ⭝ษ㝖術による治療の᭷⏝性が♧၀されており、今回、

㉳❧୙⬟をྵࡴᒅ⭝▷⦰⑕を࿊した 4⑕౛にᑐし、ᒅ⭝ษ㝖術をᐇ᪋しそのຠ果を᳨ウした。結

果、඲ての⑕౛で⑕状が改善し治癒した。ὸ・῝指ᒅ⭝ษ㝖術は術ᘧも⡆᫆で、ᡭ術時間も比㍑

ⓗ▷時間であることから、ᒅ⭝▷⦰⑕での㔜⑕౛の➨一㑅ᢥとして᭷⏝であるྍ⬟性が♧၀され

た。 

࠙キー࣡ーࢻ㸸ᒅ⭝ษ㝖術、ᒅ⭝▷⦰⑕、ὸ指ᒅ⭝、῝指ᒅ⭝ࠚ 

 

ᒅ⭝▷⦰⑕は、ὸ指ᒅ⭝ཬࡧ῝指ᒅ⭝が先

ኳⓗに▷⦰ཪは⥭⦰することにより、⌫⠇が

ᒅ᭤し、㉳❧・Ṍ行ᅔ㞴を࿊する⑌⑓である。

⑕状としては㋟ᑤで╔地、㉳❧・Ṍ行する軽

度なものから、⌫⠇の⫼ഃ㠃でしか㈇㔜でき

ず、㉳❧・Ṍ行がᅔ㞴な㔜度なものまで様ࠎ

である。ᚑ来、ᒅ⭝▷⦰⑕の治療法としては

によるእᅛ定法が㑅ᢥされ࡝๪子なࡸプスࢠ

ることが一⯡ⓗで、ᒅ⭝ษ᩿・ษ㝖術はእᅛ

定法がዌຌしなかったሙྜにおいて⏝いられ

ることが多かった 1�。 しかし、እᅛ定法では

㛵⠇⅖の⥅発、እᅛ定法ࡸプスによる〟⒔ࢠ

による▹ṇが୙ྍ⬟である㔜⑕౛࡬のእᅛ定

法の㐺⏝により、ᒅ⭝▷⦰が៏性໬したり、

間᥋部位をᦆയしたりするな࡝のண後୙良が

ሗ࿌されている 2�3�。 

㏆年、ᒅ⭝▷⦰⑕の治療法としてᒅ⭝ษ㝖

術が᭷⏝であるྍ⬟性がሗ࿌されており、⑕

状の㔜⑕度により、እᅛ定法とᒅ⭝ษ㝖術な

のእ科ⓗฎ⨨を使い分けることが᥎ዡされ࡝

ている 2�3�。 

 ᒅ⭝▷⦰⑕は、㋟ቨと地㠃のなすゅ度によ

り㔜⑕度が分㢮されており、᥋地ゅ度が ��ࠥ

9�rのものは軽度、9�rのものは中度、9�r

以上のものは㔜度とされている 1�。 ᡭ᰿の軽

度ᒅ᭤を♧すものは、㛵⠇のఙᒎ方向࡬の࣐

のእᅛ定法࡝プスໟᖏなࢠࡸ๪子、ࢪーࢧࢵ

が㑅ᢥされる。一方、⌫⠇の⫼ഃ㠃で╔地し、

前⫥࡬の㈇㔜がᅔ㞴である㔜度のものでは㐍

行性のものが多く、๪子ࢠࡸプスໟᖏでは治

癒が㞴しいことがある。 

 ᒅ⭝▷⦰⑕の原因となる⭝は、ὸ指ᒅ⭝ཬ

指ᒅ⭝の῝ࡧ 2 種㢮あり、発⑕⫥の前⭸ᒅ᭤

の⛬度を見ることにより、࡝ちらのᒅ⭝の▷

⦰・拘⦰のᙳ㡪が強いかを᥎ することがྍ

⬟である 4�。 ῝指ᒅ⭝は前⭸にᏑᅾするᡭ᰿

管の中を通っているため、῝指ᒅ⭝▷⦰のሙ

ྜは前⭸のᒅ᭤はない。一方、ὸ指ᒅ⭝はᡭ

᰿管のእഃを通っているため、ὸ指ᒅ⭝▷⦰

のሙྜは前⭸がᒅ᭤する（ᅗ 1）。 
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⮖ᖏ⅖から⚄経⑕状を࿊した子牛の 1⑕౛ 

 

 

ᗈ℩ Ỉᙬ子 

南部家畜診療所 

  

せ ⣙ 

 ࣍ルスタイン種の 1㐌㱋㞤子牛において⚄経⑕状をకう㉳❧୙⬟がㄆめられ、治療を行うも改

善せず家畜ಖ健⾨生所に⑓性鑑定を౫㢗した。๗᳨の結果、⮖ᖏ付㏆と⫢⮚に⮋⒆がㄆめられ、

⑓⌮᳨ᰝでは⫢⮚、ᘏ㧊、⫵、⬚⭷に໬⮋性⅖がㄆめられた。本⑕౛はእ見から⮖ᖏの⭘⬽ࡸᅽ

③はㄆめられなかったため、⮖ᖏ⅖と診᩿に⮳るのはᅔ㞴であった。今後は診᩿精度向上のため

⮖部࿘㎶の㉸㡢Ἴ᳨ᰝを行うことが᥎ዡされる。 

࠙キー࣡ーࢻ㸸ᩋ⾑⑕、⫢⮋⒆、⮖ᖏ⅖ࠚ 

 

⮖ᖏ⅖は⮖動⬦、⮖㟼⬦、ᒀ⭷管ࡸ⮖ᖏ࿘

ᅖに生ࡌる⅖⑕であり、⮖㟼⬦⅖は⫢⮋⒆の

原因に、ᒀ⭷管⅖は⭤⬔⅖の原因になる。原

因⳦は୺に 7UXHSHUHOOD SyRJHnHs、 ࣞンࢧ

⭠が一⯡ⓗである。大࡝な⳦⌫࢘ࢻࣈࡸ⳦⌫

が感ᰁしたሙྜ、඲㌟感ᰁをࣛࣞࢶスࣃࡸ⳦

㉳こしࡸすい 1�。㔜⑕໬するとᩋ⾑⑕に⮳る

౛もある。今回、1 酪農ሙにおいて⮖ᖏ⅖に

㉳因する⫢⮋⒆からᩋ⾑⑕を㉳こし⚄経⑕状

を࿊した⑕౛に㐼㐝したのでそのᴫ要をሗ࿌

する。 

 

発生農場のᴫせ 

発生農ሙは成乳牛 4� 頭、⫱成牛 9 頭の࣍

ルスタイン種を㣫㣴し、⫱成牛は自家生産し

ていた。搾乳牛はᑐᑼᘧのタイストールで、

子牛は㣫ᵴの前で、ロープで⧅␃されていた。

なおすべての㣫㣴牛にᑐして異ᖖ産࣡ࢡチン

はᮍ᥋種であった。 

 

症≧ཬࡧ経過 

本⑕౛はᖹ成 29 年 11 月 � 日生まれの࣍ル

スタイン種の㞤である。 

ᖹ成 29 年 11 月 12 日（� 日㱋）に✺↛の㉳

❧୙⬟との⛺࿌で 診౫㢗された。初診時、

体  38��Υ、ᚰᢿ数 11� 回�分、ᅄ⫥ᨺ出し

⾶ᙅしていた。⮖部の⭘⬽ࡸᅽ③はㄆめられ

なかった。2診目には体  41��Υ、ᚰᢿ数 139�

分、⫵㡢⢒ບで࿧྾㏿㏕を࿊していた。⫵⅖

を␲いᢠ生≀㉁の投与を㛤始し、11 診目まで

㐃⥆投与した。3 診目から後ᘪ཯張ࡸ頭部の

᪕回㐠動が見られたので⾑ᾮ᳨ᰝを行った。

⾑ᾮ一⯡᳨ᰝではⓑ⾑⌫数のቑຍ、リンࣃ⌫

の๭ྜቑຍ、⾑ᑠᯈ数のῶ少が見られた（表

1）。⾑ᾮ生໬学ⓗ᳨ᰝでは %U1、$67、**7、

7�%LO、LD+ のቑຍと *OX、7�ChRO、$OE、*OE

のప下が見られた（表 2）。4 診目には௓ຓに

て㉳❧し、� 診目には自ຊで㉳❧ྍ⬟となっ

たが、⚄経⑕状は⥅⥆して☜ㄆされた。 

11 診目には෌ࡧ㉳❧୙⬟となったため、長

ᮇ間の⚄経⑕状から࢝࢔バࢿ⑓ࡸチࣗ࢘ࢨン

⑓等の࢘イルス感ᰁを␲い、⑓ែゎ᫂のため

岡山家畜ಖ健⾨生所に⑓性鑑定を౫㢗した。 

 

 

 

⾲ 1 ⾑ᾮ一⯡᳨ᰝ 

㡯┠  ᐃ್ 

㼃B㻯 29000䊺 

䝸ン䝟⌫ 㻣3㻚㻠䊺 

ዲ中⌫ 1㻤㻚3䊼 

㻾B㻯 㻣91 

㻼㻸㼀 9㻚1䊼 

 

⾲ 2 ⾑ᾮ生化Ꮫⓗ᳨ᰝ 

㡯┠  ᐃ್ 

*OX （-） 

%81 4���Ќ 

7-&KRO 43Ў 

$OE 2��Ў 

*OE 1�6Ў 

$67 62�Ќ 

**7 143Ќ 

7-%LO 3��3Ќ 

/'+ 5�96Ќ 

 

๗᳨ᡤぢ  

⮖部㏆くの⭡⭍内に、⮖㟼⬦にᚑって長ᚄ

⣙ 1� cP の⮋⒆が☜ㄆされた（ᅗ 1）。また⫢

⮚ᐇ㉁内には⫢⮋⒆がᙧ成され（ᅗ 2）、⫢⮚

࿘ᅖにも長ᚄ⣙ 2� cP の⮋⒆が☜ㄆされた。2

つの⮋⒆内部は₢ᾮ状の⮋Ồで‶たされてい

た。⭁⮚は⫢⮋⒆ཬࡧᶓ㝸⭷と癒╔しࡸࡸ⭘

⬽していた。ᚰእ⭷は⬚⭍内ቨに癒╔し、ྛ

リンࣃ⠇（እ⭠㦵リンࣃ⠇、⫢㛛リンࣃ⠇、

⭠間⭷リンࣃ⠇）はࡸࡸ⭘⬽していた。⬻、

⫵、⭈、ᾘ໬管においては⫗║ⓗに異ᖖをㄆ

めなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1 ⮖ᖏ௜㏆の腹⭍内⮋⒆ 

 

 

図 2 肝⮋⒆ 

 

⑓⌮ᡤぢ 

⑓⌮⤌⧊では⫢⮚にቯṚᕢが多発し、好中

⌫およࢡ࣐ࡧロフ࢓ーࢪのᾐ₶がㄆめられ、

࿘㎶は⥺⥔ⱆ⣽⬊にໟᅖされていた�ᅗ 3）。

また⫢ቯṚᕢ㎶⦕にはࣛࢢム㝧性⌫⳦が☜ㄆ

された（ᅗ 4）。⬨㧊の㧊⭷では好中⌫がᾐ₶

し、ᘏ㧊ᐇ㉁においても好中⌫のᾐ₶がㄆめ

られた（ᅗ 5）。また⫵では、⫵⬊⭍内に好中

⌫の඘‶がᩓ見され、⬚⭷に⥺⥔⣲のᯒ出を

కう好中⌫ᾐ₶がㄆめられた。 
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㯮毛࿴種子牛における࣐ムシညയを㉳因とするቯṚ性㌾部⤌⧊⅖ 

 

 

᳃⏣ ᗣᗈ 1� 2�  ᮡ山 定 3） 

1� ྡྂᒇ大学ࣛࢸࢧ࢔ࢪ࢔イトキࣕンࣃス学㝔 

2� ྡྂᒇ大学大学㝔生࿨農学◊✲科動≀生産科学 

3� ┿ᗞ家畜診療所 

 

せ ⣙ 

牛における࣊ࣅညയはᨺ∾ሙな࡝でᩓ見されるが⓶⭵がཌいためညയ部位の☜ㄆがᅔ㞴であり、

精ᰝされないሙྜが多い。しかし、࣊ࣅညയは࢘シにおいても㔜⠜な⤌⧊ቯṚを引き㉳こすሙྜ

もあり⑕౛の⵳✚が必要である。本⑕౛は �ヶ月㱋の㯮毛࿴種ཤໃ牛であり下㢡の⭘⬽、ὶᾝを

☜ㄆしたがཱྀ⭍内に異ᖖはなかった。下㢡の㉸㡢Ἴ᳨ᰝでは⭘⬽部඲体に⻏❐⧊⅖の特ᚩである

cREEOHsWRnLnJ sLJn がᥥ出され、➨ 5⑓日には⓶下⤌⧊の分㞳ീがᥥ出された。その後のゎ๗᳨

ᰝでは㢁部⓶⭵に⣙ 2�5cP 間㝸の࣐ムシညയ⑞を␲う⫧ཌ、⓶下⤌⧊から➽⭷に⮳る⤌⧊ቯṚが

☜ㄆできた。本⑕౛はᛴ㏿なᾋ⭘⠊ᅖのᣑ大、➨ 5⑓日の㉸㡢Ἴ᳨ᰝでの⓶下⤌⧊と➽⫗との分

㞳ീ、ゎ๗時にみられた㌾部⤌⧊ቯṚの状ែから࣐ムシညയをዎᶵとするቯṚ性㌾部⤌⧊⅖と診

᩿した。 

࠙キー࣡ーࢻ㸸ቯṚ性㌾部⤌⧊⅖、⏬ീ診᩿、⓶⭵⣽⳦感ᰁ、࣐ムシညയ、㉸㡢Ἴ᳨ᰝࠚ 

 

࣐࢘、 （3�4ࢥࢿ、（1�2ࢾによるညയはイࣅ࣊
の動≀でሗ࿌が࡝シ9）な࢘、（7�8ࢪࢶࣄ、 （��5

ある。大動≀㡿ᇦでは࣐࢘が、ᑠ動≀㡿ᇦに

おいてはイࢾにおける⑕౛が㔜要である。一

方、࢘シをはࡌめとする཯ⱄ家畜では経済ⓗ

౯್、⑕状の㔜⠜度がపいことな࡝から㔜要

どされず見㐣ごされることが多い。またᨺ∾

ሙでの受യのྍ⬟性が㧗く、ࣄトࡸイࢾ等と

は異なり⓶⭵がཌいため࣊ࣅに特ᚩⓗな 2 ⟠

所のညയが☜ㄆできず因果㛵ಀを☜定するこ

とが㞴しいためヲ⣽なሗ࿌は少ない。 

⓶⭵のቯṚ性感ᰁ⑕の中には、⓶下㌾部⤌

⧊のቯṚをకい感ᰁがᗈがるものとしてቯṚ

性⻏❐⧊⅖があり、➽⭷にἢって⓶⭵の῝部

でቯṚがᗈがっていくቯṚ性㌾部⤌⧊⅖があ

る1�）。 

今回、࣊ࣅညയを␲う下㢡⭘⬽を࿊した⑕

౛に㐼㐝し、⾑ᾮ᳨ᰝ、⣽⳦᳨ᰝ、㉸㡢Ἴ⏬

ീ診᩿を⏝いてቯṚ性㌾部⤌⧊⅖の診᩿を行

ったのでこれをሗ࿌する。 

 

ᮦᩱおࡧࡼ᪉ἲ 

⑕౛経㐣 

ᖹ成 28 年 1� 月 27 日生（受യ時 � ヶ月㱋）

の㯮毛࿴種ཤໃ牛。ᖹ成 29 年 5 月 12 日初診

時、下㢡⭘⬽するとの⛺࿌にて 診し下㢡の

⭘⬽、ὶᾝを☜ㄆした（ᅗ 1）。ཱྀ⭍内を᳨ᰝ

するも目❧ったയ、⭘⬽もないため同日下㢡

⭘⬽部を㉸㡢Ἴ診᩿⿦⨨にて精ᰝ、⾑ᾮ生໬

学᳨ᰝをᐇ᪋。ᢠ生๣、スࢸロイࢻ等により

ຍ療した。➨ 7 ⑓日に⑕状ᛴ変し෌度㢦㠃か

ら㢁部、⬚ᆶに⮳る⭘⬽を࿊した。⩣➨ 8 ⑓

日にṚஸしたため⌧地にてゎ๗を行った。 
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